【第３回松川浦の未来を語るゼミナール】

市民会議

「愛する松川浦への

思いを語ってみよう」

３月11日の震災で、私たちは住みなれた故郷を失ってしまいました。７カ月たった今、失ってしまったものの大きさに圧倒されながら、前を向いて少しずつ歩み始めています。私たちの新たな故郷を作っていくのに当たり、私たちが大切にしてきたもの、ぜひ後世に伝えていきたいものをみんなで確認し合いましょう。

【話題提供】

鈴木孝男氏（東北大学大学院助教）

●10月16日（日）13：30～

●はまなす館2階会議室
●入場無料

鈴木孝男氏プロフィール：東北大学大学院生命科学研究科・助教。専門：群集生態学。主に、干潟に生息する底生動物の調査・研究を行っている。

環境省のモニタリング1000事業では、干潟調査の代表を務め、松川浦での調査を行っている。宮城県レッドデータブックに関して、底生動物の絶滅危惧種リストを作成中。

相馬市史編さん自然部会で底生動物を担当、ヒヌマイトトンボ生息地野崎湿地を調査・研究する集団「野崎湿地検討委員会」座長、松川浦ガイドブック「まるごと松川浦」の「松川浦自然観察ガイド」の監修も務めた。
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